
○倉敷市国民宿舎条例施行規則 

平成１０年１２月２４日 

規則第５５号 

改正 平成１５年１２月２６日規則第９０号 

平成２４年３月２１日規則第１４号 

倉敷市観光施設条例施行規則（昭和５０年倉敷市規則第１９号）の全部を改正する。 

（趣旨） 

第１条 この規則は，倉敷市国民宿舎条例（平成１０年倉敷市条例第５２号。以下「条例」と

いう。）の施行について必要な事項を定めるものとする。 

（予約金） 

第２条 条例第９条第１項の規定により徴収することができる予約金の額は，次のとおりとす

る。 

（１） 宿泊に係る予約金の額は，利用者１人１泊当たり１，０００円以内とする。 

（２） 結婚式場の予約金の額は，１組当たり５，０００円とする。 

２ 前項第１号の予約金については，利用者が利用日を除いて７日前までに利用の取消しを申

し出た場合は，既に納付した予約金のうち必要経費を差し引いた額を，還付することができ

る。 

（国民宿舎の定員） 

第３条 倉敷市国民宿舎良寛荘の定員は，１０６人とする。 

（利用の制限） 

第４条 指定管理者は，次の各号のいずれかに該当する者に対しては，立入りを拒み，又は退

去を命じることができる。 

（１） 他人に危害を及ぼし，又は迷惑をかけるおそれのある物品を携行する者 

（２） 指定管理者の承認なくして飲食物その他の物品の陳列又は販売を行う者 

（３） 公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれがあると認める者 

（４） 前３号に掲げる者のほか，国民宿舎の管理上支障があると認める者 

（利用者の遵守事項） 

第５条 国民宿舎の利用者は，次の事項を遵守するとともに，指定管理者の指示に従い，秩序

を保持しなければならない。 



（１） 午後１０時以後は出入りしないこと。ただし，特別の事情がある場合は，この限り

でない。 

（２） 施設，備品等を損傷しないこと。 

（３） 火の元に注意すること。 

（駐車場内の賠償責任） 

第６条 駐車場は，利用者の責任において利用するものとし，駐車場内での自動車事故等につ

いては，本市及び指定管理者はその責めを負わない。 

（利用料金の減免） 

第７条 国民宿舎の提供する飲食物を伴う会議等に利用する場合は，条例別表第３に掲げる貸

室に係る利用料金を条例第１２条の規定により免除することができる。 

２ 障害者（障害者基本法（昭和４５年法律第８４号）第２条に規定する者であって，関係法

令により交付された手帳を所持するものをいう。）又は３０人以上の団体が利用する場合は，

条例別表第１に掲げる施設の宿泊に係る利用料金を１０パーセントまで条例第１２条の規定

により減額することができる。 

（その他） 

第８条 この規則に定めるもののほか必要な事項は，市長が別に定める。 

附 則 

この規則は，平成１１年４月１日から施行する。 

附 則（平成１５年１２月２６日規則第９０号） 

この規則は，平成１６年４月１日から施行する。 

附 則（平成２４年３月２１日規則第１４号） 

この規則は，平成２４年４月１日から施行する。 

 


